
 

 

第４回 

 （仮称）茨木市地域コミュニティ基本指針検討委員会 

 

次 第 

 

               日 時  平成 23 年 11 月 24 日（木）午後 2 時 

               場 所 クリエイトセンター ２階 202 号室 

 

 

  １ 開  会 

 

  ２ 委員長あいさつ 

 

  ３ 協  議 

       (1)   茨木市におけるコミュニティ施策等について 

       (2)   行政からの支援について 

       (3)   その他 

 

  ４ その他 

        事務連絡等 



市民活動推進課

茨木市におけるコミュニティ施策等について

町内会・部落会から自治会へ
本市は、戦後の混乱期の昭和２３年の市制施行であり、戦前も含めた当時の本市のコ

ミュニティは、町内会や部落会といったが組織が中心であり、地域の諸問題解決や行政
との窓口は、それらの団体が大きな役割を担ってきました。

、 （ ）町内会や部落会の中の青年会や婦人会と呼ばれる組織が 地域の各種行事 まつり等
を担ってきたものであります。
敗戦に伴う、ＧＨＱによる町内会、部落会の解散命令により、自治会と名を変え、地

域の自治組織として定着してしてきました。

テーマ型の地域組織の設立
ＧＨＱがもたらしたしたＰＴＡや社会教育法の制定による公民館の創設など、子ども

の育成や社会教育といった、一定のテーマをもった地域組織が創設され始めました。そ
の後、本市においても、多くの都市問題に対応するため、市の主導によって、教育、福
祉、青少年の健全育成、防犯、防災などのテーマ型の地域組織が設立され、今日に至っ
ております。

特筆すべき公民館の活動
茨木市では、昭和２５年に公民館条例を制定して以来、公民館を次々と建設し、活発

な公民館活動を推進してまいりましたが、施設として公民館がない地域にも、小学校内
に公民館を併設する形で「公民館」がおおむね全小学校区単位に設置、加えて、地域の
運動会やふるさとまつりをその公民館が中心となって実施する施策をとってきました。
現在は、独立館でない公民館は、コミュニティセンターに併設されています。

市行政と自治会の関係
これは、茨木市だけではありませんが、テーマ型の地域組織が多く設立され、市の各

担当部署がそれぞれの地域組織との関係を深め、個別の課題に取り組んできた結果、従
来のような自治会を先頭にした垂直型のコミュニティではなく、自治会を含めた多くの
地域組織が並存するコミュニティとなってきております。
しかしながら、茨木市では、自治会を地域コミュニティの中核ととらえ、自治振興課

を設置するなど、地域からの要望を総括的に処理する部署を設置し、その支援に努めて
きましたが、様々な分野の課題が生起する地域社会を包括的に取り組む施策は、取り組
めていなかったのが現状であります。

地域を横断する組織へ
これらをふまえ、また、地域連帯の希薄化や時代の変遷の中で、従来とは違った地域

課題の解決のため、地域の各団体が横の連携を深めた活動や組織化を支援する「地域担
当職員制度」の試行をはじめたものであります。



市民生活部市民活動推進課

№ 名称もしくは費目 担当課
平成２２年
度実績（円）

交付先 形態
対象団体数
（平成２２年度）

交付団体数
（平成２２年度）

交付単位 概要

1 茨木市自治会活動報償金 市民活動推進課 24,313,600 単位自治会 報償金 500 493 単位自治会
市との連絡調整・発行物の配布、ごみの減量化等
への協力に対する報償

2 茨木市自治会集会所施設整備補助金 市民活動推進課 7,724,000 単位自治会 補助金 11 単位自治会 集会所の施設整備に対しての補助

3
茨木市公民館区事業補助金
（ふるさと祭り・文化展・館報発行等）

市民学習課 9,596,900 公民館区事業実施委員会 補助金 32 32
おおむね小学
校区単位

各公民館区（おおむね小学校区単位）に対しての活
動補助

4
茨木市教育関係事業補助金
（スポーツ・レクリエーション大会）

スポーツ振興課 11,196,906 公民館区事業実施委員会 補助金 32 32
おおむね小学
校区単位

各公民館区（おおむね小学校区単位）に対してのス
ポーツ・レクリエーション事業に対しての補助

5 茨木市単位老人クラブ補助金 高齢介護課 7,565,000 単位老人クラブ 補助金 173 173 単位老人クラブ 単位老人クラブに対しての活動補助

6 茨木市小学校区こども会育成連絡協議会補助金 青少年課 348,000 小学校区こども会育成連絡協議会 補助金 31 29 小学校区単位
小学校区単位のこども会育成連絡協議会に対して
の活動補助

7 茨木市小学校区青少年健全育成運動協議会補助金 青少年課 3,840,000 小学校区青少年健全育成運動協議会 補助金 32 32 小学校区単位
各小学校区青少年健全育成運動協議会に対しての
活動補助

8 茨木市中学校区青少年健全育成運動協議会補助金 青少年課 1,008,000 中学校区青少年健全育成運動協議会 補助金 14 14 中学校区単位
各中学校区青少年健全育成運動協議会に対しての
活動補助

9 茨木市中学校区青少年指導員会補助金 青少年課 636,000 中学校区青少年指導員会 補助金 15 15 中学校区単位 各中学校青少年指導員会に対しての活動補助

10 茨木市小学校区青少年会育成会補助金 青少年課 300,000
小学校区青少年会育成

会
補助金 16 15 小学校区単位 各小学校区青少年育成会に対しての活動補助

11
茨木市社会福祉協議会
地区福祉委員会補助金（小地域ネットワーク
事業）

福祉政策課 13,985,228 地区福祉委員会 補助金 33 33
おおむね小学
校区単位

各地区福祉委員会に対しての活動補助

12
茨木市社会福祉協議会
地区福祉委員会補助金（敬老会事業）

福祉政策課 16,210,000 地区福祉委員会 補助金 33 33
おおむね小学
校区単位

各地区福祉委員会が行う敬老会に対しての補助

13
茨木市社会福祉協議会
地区福祉委員会補助金（活動推進事業）

福祉政策課 17,745,200 地区福祉委員会 補助金 33 33
おおむね小学
校区単位

各地区福祉委員会が賛助金収入から還付されるも
の

14 茨木防犯協会地域支部補助金 危機管理課 (4,000,000) 茨木防犯協会地域支部 負担金 32 32 （協会）
防犯協会を通じて、その地域支部（おおむね小学校
区単位）に対しての活動補助

15 茨木市自主防災組織事業補助金 危機管理課 校区自主防災会 補助金 22 小学校区単位
自主防災組織に対する活動補助　＊（平成２３年度
新設事業）

16 茨木市再生資源集団回収報奨金 環境政策課 19,714,000
単位自治会、単位子ども

会等
報償金 393 単位自治会等

単位自治会等に対するごみの減量化及び再資源化
に対する報奨

17 茨木市防犯灯維持管理補助金 建設管理課 3,714,100 単位自治会 補助金 168 168 単位自治会 防犯灯の維持管理に対しての補助

18 茨木市子どもの安全見守り隊交付金 学校教育推進課 959,041 各小学校区見守り隊 交付金 32 32 小学校区単位 各小学校区見守り隊に対しての活動補助

各地域団体への財政支援



地域担当職員について  
 本市では、地域の情報や課題を共有しながら、地域自治の発展を目指すことを目的とし

て、現在は 5 小学校区にて地域担当職員を配置しています。 

 

■地域担当職員の役割 

 コミュニティを活性化して、よりよい地域をつくる協議の場が持てるよう、地域担当職

員は以下のような役割を担っています。 

①地域活動を進めていくための準備会や、自治会、公民館、校区福祉委員会、ＰＴＡ、青

少年健全育成協議会、子ども会等の各種団体が集まっている会議や行事などに参加をし、

地域の実態を把握します。 

②地域にとって必要な、行政から提供できる専門的な情報を提供します。 

③地域の課題解決に向け、共に考え、必要に応じて助言を行います。 

④協議の場で出していただいた地域からのご提案を受けます。 

⑤多様な団体が参加していただき、Ｐ(Plan:実情に応じた計画化)→Ｄ(Do:効果的実践)→

Ｃ(Check:振り返り)→Ａ(Action:改善)を実践できる組織化支援を図ります。 

 

■地域担当職員の構成 

 地域担当職員は、校区それぞれに 3 名(うち 1 名をリーダーとする)として、配置してい

ます。 

 

■地域担当職員の配置小学校区 

  沢池小学校区・水尾小学校区(2008 年 10 月～) 

  葦原小学校区・西小学校区   (2010 年 4 月～) 

    春日小学校区        (2011 年 4 月～) 

  順次、対象校区を広げて、全 32 小学校区に配置していく予定です。 

 

■地域担当職員配置における成果、課題 

 ・地域担当職員が地域に入ることで、地域の諸団体が横につながり、協議をしていく場

づくりのきっかけとなっている 

 ・新しい地域活動グループが生まれるきっかけとなっている 

 ・先進校区の事例紹介をすることで、地域活動にバリエーションが生まれる可能性が出

てきている 

 ・縦割り行政から脱却し、他部署との連携が少しずつ進むようになってきている 

 ・行政から事業を下ろすという従来のかたちから、地域に根付いた事業展開を考えてい

くという施策検討の機会が作られている 

 ・地域コミュニティとの顔の見える関係づくりをしていくには相当な時間がかかる 

 ・本来業務との兼務のため、地域会議に参加して協議を重ねることが難しいことがある 
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コーディネーター
市職員（福祉政策課）

地区福祉委員会

自治会

老人クラブ

福祉事業者

医療機関

NPO 法人

自主防災会

防犯協会

消防団

青少年指導員

A小学校区地域福祉ネットワーク

相談
支援

相談 支援

拠点施設（公民館等）
民生委員・児童委員

相談 通報

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

拠点施設（公民館等）
民生委員・児童委員

地域の要援護者からの相談、
必要な福祉サービスの紹介、
困難事例についてコーディ
ネーター等との連携など

地域で活動する関係機関と
連携し地域の要援護者を支
援、地域福祉ネットワーク
のつなぎ役など

地域の関係機関

地域活動で発見した問
題や課題について、民
生委員・児童委員への
通報や連携、支援など

その他の
地域活動団体

支援を必要とする人を
早期に発見し、地域の
関係機関等への通報な
ど

PTA

･･･

･･･

コーディネーター
市職員（福祉政策課）

・地域包括支援センター

・障害者相談支援事業所　など

専門機関

B小学校区
地域福祉ネットワーク

地域福祉ネットワークイメージ図

要援護者

青健協

高齢の親の介護で疲れているけど

どこに相談したらいいかわからない など

保護司

近所で同じ洗濯物が数日間干したままになって

いるなど、周りで気になることがある  

安心していつまでも暮らせるまちに
～7月から『地域福祉ネットワーク』モデル事業を実施します～

安心していつまでも暮らせるまちに

特集1
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民生委員・児童委員は

あなたの身近な相談相手です

　民生委員・児童委員は、民生委
員法および児童福祉法に基づき厚
生労働大臣が委嘱している、社会
経験豊かで地域福祉の推進につい
て理解と熱意を有する人々です。
現在、地域の身近な相談相手とし
て、市内で約 400人の民生委員・
児童委員が活動しています。日常
の生活で困ったことがあれば、お
気軽にご相談ください。皆さんの
個人情報は守られます。

1地域住民の話を聞く民生委員・児童委員
（写真中央）。「福祉まるごと相談会」では、
地域内での生活や福祉についての相談、通
報などを受け付けます。2電話での相談に
も親身になって対応します。

　7月から、沢池・西地区で地域福祉ネットワークモデル
事業として、民生委員・児童委員による相談を行います。
お気軽にご相談ください（電話相談可）。曜日・時間等変更
する場合がありますので、各地区にお問い合わせください。
時・所右表のとおり、土曜日＝午前 10時～正午、その他
＝午前 10時～午後 3時（ただし正午～午後 1時を除く）
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で
、
総
合
的
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
構
築
で
き
、
様
々
な
困
り
ご
と
を

抱
え
る
人
や
制
度
の
狭
間
に
い
る
人
を
支
援

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
住
み
な
れ

た
ま
ち
で
安
心
し
て
い
つ
ま
で
も
暮
ら
せ
る

よ
う
、
モ
デ
ル
事
業
の
状
況
を
見
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
あ
わ
せ
た
地
域
福
祉

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

福
祉
政
策
課
☎
620
・
１
６
３
４

とき ところ 相談電話番号

沢池地区 月・水・金曜日 沢池公民館 ☎ 622・7187

西地区 月・木・土曜日 西公民館 ☎ 621・5105

1

2

7 月から沢池・西地区で地域福祉ネットワークモデル事業を開始します

福祉まるごと相談会


